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『
苑
詩
類
選
』
は
、明
の
包
節
が
『
文
苑
英
華
』
所
收
詩
の
一
部
を
類
別
し
て
編
集

し
た
も
の
で
あ
り
、
中
國
國
家
圖
書
館
や
上
海
圖
書
館
、
南
京
圖
書
館
な
ど
の
所
藏

機
關
に
廣
く
所
藏
さ
れ
て
い
る①
。
日
本
に
お
い
て
は
、
名
古
屋
蓬
左
文
庫
が
刻
本
一

部②
、
宮
內
廳
書
陵
部③
と
東
京
大
學
總
合
圖
書
館④
が
そ
れ
ぞ
れ
鈔
本
一
部
を
所
藏
し
て

お
り
、
當
時
の
日
本
の
知
識
人
に
も
愛
讀
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
ず

は
、
蓬
左
文
庫
本
を
例
と
し
て
、
そ
の
基
本
情
報
を
述
べ
て
お
く
。

苑
詩
類
選　

三
十
卷　

十
册　

明
・
包
節
編　

明
・
王
交
校　

嘉
靖
二
十
五
年

（
一
五
四
六
）
序
刊
本

白
茶
表
紙
（
十
五.

七
×
二
十
六.

八
糎
）。
左
肩
打
附
に
「
苑
詩
類
選
」
と
書
す
。

見
返
し
・
扉
紙
無
し
。
遊
び
紙
有
り
。

四
周
單
邊
（
十
三.

五
×
十
八.

六
糎
）。
每
半
葉
十
行
、
行
二
十
一
字
。
版
心
白
口
、

雙
黑
魚
尾
。
上
魚
尾
の
下
に
卷
數
を
題
し
、
下
魚
尾
の
上
に
葉
數
を
題
し
、
下
に
刻

工
名
を
題
す
。

卷
首
に
嘉
靖
二
十
五
年
戴
金
「
刻
苑
詩
類
選
序
」、「
苑
詩
類
選
目
錄
」
有
り
。

內
題
「
苑
詩
類
選
／
明
監
察
御
史
包
節
輯
／
按
察
司
知
事
前
給
事
中
王
交
校
」。

卷
末
に
慈
谿
王
交
の
記
・
大
別
山
人
朱
衣
「
跋
苑
詩
類
選
」
跋
文
有
り
。

以
上
の
よ
う
に
、『
苑
詩
類
選
』
の
卷
首
に
は
、
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）
の

戴
金
「
刻
苑
詩
類
選
序
」（
以
下
、「
戴
序
」）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
成
立

は
、
現
在
最
も
通
用
し
て
い
る
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
刊
行
の
『
文
苑
英
華
』（
以

下
、「
隆
慶
本
」）
よ
り
も
二
十
年
以
上
早
い
こ
と
が
分
か
る
。
周
知
の
よ
う
に
、『
文

苑
英
華
』
は
隆
慶
本
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
に
主
に
鈔
本
の
形
で
流
傳
し
、
隆
慶
本
が

出
現
し
た
前
後
に
は
『
苑
詩
類
選
』
を
は
じ
め
と
す
る
『
文
苑
英
華
』
の
選
集
も
相

次
い
で
世
に
現
れ
、極
め
て
興
味
深
い
動
向
が
見
ら
れ
た
。
小
論
で
は
『
苑
詩
類
選
』

の
編
纂
・
刊
行
に
つ
い
て
考
察
し
、『
文
苑
英
華
』
の
流
傳
史
に
お
け
る
意
義
に
つ
い

て
論
じ
る
。一

、『
苑
詩
類
選
』
の
編
纂
と
そ
の
背
景

包
節
、
字
は
元
逹
、
嘉
靖
十
一
年
（
一
五
三
二
）
の
進
士
で
あ
る
。
そ
の
生
涯
は

『
明
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
）
卷
二
〇
七
「
包
節
傳
」（
以
下
、「
本
傳
」）
に
よ
っ

て
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
苑
詩
類
選
』
に
關
す
る
記
述
は
見
當
た
ら
な
い
。『
苑
詩
類

選
』
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
、ま
ず
『
包
侍
御
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』

本
影
印
中
國
國
家
圖
書
館
藏
明
嘉
靖
三
十
七
年
本
）
卷
五
所
收
の
「
苑
詩
類
選
後
序
」（
以

下
、「
包
序
」）
を
次
に
擧
げ
る
（
句
點
は
筆
者
に
よ
る
）。

予
自
壬
寅
歲
在
吿
居
、
閒
則
取
苑
詩
而
讀
之
。（
中
略
）
得
其
詩
三
十
卷
、
凡
三
閱
歲

始
迄
事
、
題
之
曰
『
苑
詩
類
選
』。

（
予 

壬
寅
の
歲
に
在
吿
に
居
り
て
よ
り
、閒
な
れ
ば
則
ち
苑
詩
を
取
り
て
之
を
讀
む
。（
中
略
）

『
苑
詩
類
選
』
に
つ
い
て

富　
　
　

嘉　

吟
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其
の
詩
三
十
卷
を
得
、
凡
そ
三
た
び
歲
を
閱
し
て
始
め
て
事
を
迄
え
、
之
に
題
し
て
『
苑
詩
類

選
』
と
曰
う
。）

「
壬
寅
歲
」
は
嘉
靖
二
十
一
年
（
一
五
四
二
）
で
あ
る
。「
在
吿
」
に
つ
い
て
、『
資

治
通
鑒
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
六
）「
唐
紀
」
卷
二
四
一
「
唐
憲
宗
元
和
十
四
年
」
に

は
「
常
侍
與
監
軍
、
副
使
有
宴
、
軍
將
皆
在
吿
（
常
侍
と
監
軍
、
副
使
と
宴
有
り
、
軍
將

み
な
在
吿
な
り
）」
と
あ
り
、
胡
三
省
が
「
在
吿
、
謂
休
假
在
私
室
也
（
在
吿
は
、
休
假

し
て
私
室
に
在
る
を
謂
う
な
り
）」
と
注
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
傳
に
「
以
疾
歸
（
疾
を

以
て
歸
り
）」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
包
節
が
病
氣
を
療
養
す
る
た
め
に
休
暇
を
と
っ

た
こ
と
が
分
か
り
、
彼
が
療
養
中
の
時
閒
潰
し
と
し
て
『
文
苑
英
華
』
を
讀
み
、
そ

の
つ
い
で
に
『
苑
詩
類
選
』
を
編
纂
し
た
こ
と
が
分
か
る
。「
包
序
」
に
は
、當
時
の

心
境
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

雖
然
、
予
於
茲
選
、
凡
三
感
矣
。
疇
曩
之
暇
、
謝
病
屛
居
枯
槁
山
澤
、
則
於
採
藥
、

遊
仙
、

棲
、
覽
眺
之
詞
有
感
焉
。

（
然
り
と
雖
も
、
予
は
茲
の
選
に
お
い
て
、
凡
そ
三
た
び
感
ず
。
疇
曩
の
暇
、
病
を
謝
し
て
枯

槁
の
山
澤
に
屛
居
す
れ
ば
、
則
ち
採
藥
、
遊
仙
、

棲
、
覽
眺
の
詞
に
感
有
り
。）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
包
節
は
病
體
の
た
め
、
採
藥
、
遊
仙
、

棲
、
覽
眺
に
關
す
る

作
品
が
特
に
心
に
滲
み
、『
苑
詩
類
選
』
の
編
纂
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

覗
え
る
。

包
節
は
偶
然
の
病
休
に
よ
っ
て
『
苑
詩
類
選
』
の
編
纂
に
着
手
し
た
と
讀
み
と
れ

る
が
、
編
纂
の
趣
旨
に
は
包
節
の
當
時
の
文
學
思
潮
へ
の
反
省
が
含
ま
れ
て
お
り
、

決
し
て
輕
率
な
氣
持
ち
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
「
包
序
」
か
ら
讀
み
取
れ
る
。

予
嘗
見
論
者
謂
齊
梁
而
下
、
靡
麗
可
盡
。
刊
削
審
若
是
、
則
漢
魏
無
支
裔
、
而
唐
人

無
本
始
耶
。
夫
以
齊
梁
陳
隋
、
上
溯
漢
魏
、
則
古
風
之
變
、
下
沿
唐
人
、
則
又
近
體

之
祖
。（
中
略
）
及
觀
唐
之
帝
王
、
才
如
太
宗
、
猶
效
庾
信
體
。
詞
臣
之
才
如
李
白
、

猶
句
句
似
陰
鏗
。
況
其
下
者
乎
。
唐
人
效
似
率
不
外
梁
陳
閒
諸
名
家
、
非
近
體
力
所

從
來
者
哉
。

（
予
嘗
て
見
る
に
、
論
者
は
齊
梁
而
下
、
靡
麗
に
し
て
盡
く
べ
し
と
謂
う
。
刊
削
審
ら
か
な
る

こ
と
是
く
の
若
く
せ
ば
、
則
ち
漢
魏
に
支
裔
無
し
、
唐
人
に
本
始
無
か
ら
ん
。
夫
れ
齊
梁
陳
隋

を
以
て
、
上
漢
魏
に
遡
れ
ば
、
則
ち
古
風
の
變
な
り
、
下
唐
人
に
沿
え
ば
、
則
ち
又
た
近
體
の

祖
な
り
。（
中
略
）
唐
の
帝
王
を
觀
る
に
及
べ
ば
、
才
太
宗
の
如
き
も
、
猶
お
庾
信
體
に
效
う
。

詞
臣
の
才
の
李
白
の
如
き
も
、猶
お
句
句
陰
鏗
に
似
た
り
。
況
や
そ
の
下
の
者
を
や
。
唐
人
の

效
い
て
率
ね
梁
陳
の
閒
の
諸
名
家
に
外
れ
ざ
る
が
似
き
は
、近
體
の
力
め
て
從
り
て
來
た
る
所

の
者
に
非
ず
や
。）

包
節
は
當
時
の
齊
梁
詩
を
輕
蔑
す
る
風
を
批
判
す
る
た
め
、
漢
魏
古
風
と
唐
人
近

體
の
轉
換
點
と
し
て
の
齊
梁
詩
の
價
値
を
再
評
價
す
る
。
ま
た
、
初
唐
な
い
し
盛
唐

の
詩
人
が
齊
梁
詩
を
眞
似
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
齊
梁
詩
が
近
體
詩
の
淵
源
で
あ
る

こ
と
を
强
調
し
、そ
の
價
値
を
改
め
て
確
認
す
る
の
で
あ
る
。『
苑
詩
類
選
』
を
編
纂

し
た
背
景
に
は
、
ま
ず
齊
梁
詩
の
眞
價
を
明
ら
か
に
す
る
趣
旨
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
包
節
は
宋
以
前
の
選
集
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
、
齊
梁
詩

お
よ
び
初
盛
唐
詩
の
選
錄
狀
況
と
い
う
視
點
か
ら
、
そ
れ
ら
の
缺
陷
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

若
唐
人
李
康
成
輩
所
輯
『
選
』
以
後
之
詩
、
有
『
麗
則
集
』、
有
『
玉
臺
後
集
』、
今

皆
不
可
復
見
。
若
姚
合
、
高
仲
武
輩
、
以
唐
人
而
選
唐
詩
、
又
皆
畧
盛
始
而
詳
晚
季
。

及
宋
儒
、
品
裁
多
主
義
理
、
限
局
拘
方
、
百
不
能
存
貳
參
。
故
西
山
『
正
宗
』
所

選
詩
賦
、
肇
自
擊
壤
、
下
暨
韋
柳
、
不
過
數
家
數
篇
、
遂
使
歷
代
奇
葩
委
置
籬
落
、
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凌
溷
彌
年
、
幾
同
朽
壤
。

（
唐
人
の
李
康
成
の
輩
が
輯
す
る
所
の
『
選
』
以
後
の
詩
の
若
き
は
、『
麗
則
集
』
有
り
、『
玉

臺
後
集
』
有
り
、
今
皆
な
復
た
見
る
べ
か
ら
ず
。
姚
合
、
高
仲
武
の
輩
の
若
き
は
、
唐
人
を
以

て
唐
詩
を
選
び
、
又
た
皆
な
盛
始
に
畧
に
し
て
晚
季
に
詳
ら
か
な
り
。
宋
儒
に

及
ぶ
に
、
品

裁
多
く
義
理
を
主
と
し
、
限
局
拘
方
し
、
百
に
貳
參
も
存
す
る
能
は
ず
。
故
に
西
山
『
正
宗
』

の
選
ぶ
所
の
詩
賦
は
、
肇
む
る
に
擊
壤
よ
り
し
、
下
は
韋
柳
に
暨
ぶ
も
、
數
家
數
篇
に
過
ぎ

ず
、
遂
に
歷
代
の
奇
葩
を
し
て
籬
落
に
委
置
し
、
凌
溷
す
る
こ
と
彌
年
、
幾
ど
朽
壤
に
同
じ
く

せ
し
む
。）

『
麗
則
集
』
と
『
玉
臺
後
集
』
は
散
逸
し
て
し
ま
い
、そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
、
姚
合
『
極
玄
集
』
や
高
仲
武
『
中
興
閒
氣
集
』
は
現
存
す
る
が
、

收
錄
す
る
初
盛
唐
詩
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
特
に
眞
德
秀
『
文
章
正
宗
』
に
つ
い
て
、

宋
の
義
理
を
重
視
す
る
風
潮
に
合
わ
せ
て
齊
梁
詩
や
初
盛
唐
詩
を
ほ
と
ん
ど
選
錄
し

て
お
ら
ず
、
そ
の
弊
害
は
甚
大
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

續
い
て
、
自
身
が
『
文
苑
英
華
』
を
取
り
上
げ
て
選
集
を
編
纂
す
る
理
由
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

迺
茲
詩
苑
、
網
羅
六
代
、
籠
罩
三
唐
。
武
德
、
貞
觀
閒
所
不
傳
之
詩
、
所
未
聞
之
姓

氏
、
亦
畧

見
。
庶
幾
博
雅
之
士
大
嚼
於
屠
門
、
屬
厭
於
臠
俎
、
尙
復
有
遺
思
哉
。

於
乎
、
和
玉
隋
珠
、
世
無
完
質
、
點
瑜
粒
屑
、
卽
足
爲
奇
。
此
予
僭
爲
選
苑
之
意
也
。

（
迺
ち
茲
の
詩
苑
、
六
代
を
網
羅
し
、
三
唐
を
籠
罩
す
。
武
德
、
貞
觀
の
閒
に
傳
え
ざ
る
所
の

詩
、
未
だ
聞
か
ざ
る
所
の
姓
氏
、
亦
た
畧
ぼ

見
す
。
庶
幾
わ
く
は
博
雅
の
士
の
屠
門
に
大
嚼

し
、
臠
俎
に
屬
厭
す
る
も
、
尙
お
復
た
遺
思
有
ら
ん
こ
と
を
。
あ
あ
、
和
玉
隋
珠
も
、
世
に
完

質
無
し
、
點
瑜
粒
屑
も
、
卽
ち
奇
と
爲
す
に
足
る
。
此
れ
予
の
僭
か
に
選
苑
を
爲
す
の
意
な

り
。）

『
文
苑
英
華
』
は
六
代
「（
六
朝
時
代
）」
お
よ
び
三
唐
の
作
品
を
網
羅
的
に
收
錄
し
て

お
り
、
特
に
武
德
お
よ
び
貞
觀
の
時
代
の
ほ
と
ん
ど
傳
え
ら
れ
て
い
な
い
詩
人
・
詩
作

を
收
錄
し
て
い
る
た
め
、
選
錄
の
對
象
と
し
て
最
適
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
包
節
は
眞
德
秀
の
『
文
章
正
宗
』
を
强
く
非
難
す
る
一
方
で
、
か
つ

て
自
ら
『
文
章
正
宗
』
を
刊
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
事
實

で
あ
る
。「
戴
序
」
に
は
、

蒙
泉
按
滇
、
嘗
梓
『
正
宗
』
以
廣
傳
、
茲
復
有
是
選
。

（
蒙
泉
は
滇
に
按
じ
、
嘗
て
『
正
宗
』
を
梓
し
て
以
て
廣
く
傳
え
、
茲
に
復
た
是
の
選
有
り
。）

と
あ
る
。「
按
滇
」
に
つ
い
て
、
本
傳
に
は
、

入
爲
御
史
。
劾
兵
部
尙
書
張
瓚
貪
穢
、
出
按
雲
南
。（
中
略
）
以
疾
歸
、
起
故
官
、
再

按
湖
廣
。

（
入
り
て
御
史
と
爲
る
。
兵
部
尙
書
張
瓚
の
貪
穢
を
劾
し
、出
で
て
雲
南
に
按
ず
。（
中
略
）
疾

を
以
て
歸
り
、
故
官
に
起
り
、
再
び
湖
廣
に
按
ず
。）

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
包
節
は
『
苑
詩
類
選
』
を
編
纂
す
る
以
前
に
、
御
史
と
し
て
雲

南
を
巡
按
し
た
期
閒
が
あ
り
、
そ
の
時
に
『
文
章
正
宗
』
を
刊
行
し
て
廣
く
流
布
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
現
存
本
は
確
認
で
き
ず
、
お
そ
ら
く
散
逸
し
た
と
推
測
さ
れ
る

が
、
彼
が
わ
ざ
わ
ざ
『
文
章
正
宗
』
を
刊
行
し
た
の
は
、
そ
の
價
値
を
認
め
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

包
節
が
雲
南
を
巡
按
し
た
時
期
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、『
大
明
世
宗
肅
皇
帝

實
錄
』（『
明
實
錄
』
本
、中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、一
九
六
五
）
卷
二
五
一
「
嘉
靖

二
十
年
七
月
」、
卷
二
六
六
「
嘉
靖
二
十
一
年
九
月
」
に
は
、
雲
南
巡
按
の
包
節
に
關

す
る
記
載
が
見
ら
れ
、
ま
た
卷
二
六
二
「
嘉
靖
二
十
一
年
閏
五
月
」
に
は
、「
壬
子
、
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巡
撫
雲
南
右
僉
都
御
史
劉
渠
奏
巡
按
御
史
包
節
患
病
、
乞
准
回
籍
（
壬
子
、
巡
撫
雲
南

右
僉
都
御
史
劉
渠
は
、
巡
按
御
史
包
節
は
病
に
患
り
、
乞
い
て
回
籍
す
る
こ
と
を
准
す
と
奏

す
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
明
の
時
代
、
巡
按
御
史
は
每
年
八
月
に
派
遣
さ
れ
、
一

年
ご
と
に
交
代
す
る⑤
。
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
が
、
包
節
が
雲
南
に
滯
在
し
た
時
期
は

嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）
八
月
か
ら
の
一
年
閒
で
あ
り
、版
刻
の
作
業
時
閒
を
計
算

に
入
れ
る
と
、『
文
章
正
宗
』
の
刊
行
は
大
體
そ
の
後
半
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

包
節
が
一
年
と
い
う
僅
か
な
閒
に
昔
の
考
え
を
覆
し
、『
苑
詩
類
選
』
を
編
纂
す
る

に
至
っ
た
の
は
、『
文
章
正
宗
』
の
刊
行
に
か
な
り
不
滿
が
殘
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

こ
と
が
、「
戴
序
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

豈
不
以
『
正
宗
』
采
輯
太
嚴
、
錄
詩
自
漢
魏
兩
晉
外
、
齊
止
玄
暉
、
梁
止
休
文
、
唐

時
作
者
先
後
接
踵
、
僅
子
昂
、
李
、
杜
、
韓
、
柳
、
應
物
六
人
。
雖
沈
、
宋
、
燕
、

許
、
高
、
岑
、
元
、
白
輩
齊
軌
名
家
者
、
俱
在
𥳑
斥
。
且
諸
體
未
備
、
故
力
擧
此
以

補
其
闕
與
。

（
豈
に
『
正
宗
』
の
采
輯 

太
だ
嚴
し
き
を
以
て
せ
ざ
ら
ん
や
、詩
を
錄
す
る
に
漢
魏
兩
晉
よ
り

外
、
齊
は
玄
暉
に
止
ま
り
、
梁
は
休
文
に
止
ま
り
、
唐
の
時
の
作
者
は
先
後
踵
を
接
す
る
も
、

僅
か
子
昂
、
李
、
杜
、
韓
、
柳
、
應
物
の
六
人
の
み
な
り
。
沈
、
宋
、
燕
、
許
、
高
、
岑
、
元
、

白
の
輩
の
名
家
に
齊
軌
す
る
者
と
雖
も
、
俱
に
𥳑
斥
に
在
り
。
且
つ
諸
體
未
だ
備
わ
ら
ず
、
故

に
力
め
て
此
れ
を
擧
げ
て
以
て
そ
の
闕
を
補
う
か
。）

こ
れ
は
戴
金
の
推
測
か
、あ
る
い
は
包
節
か
ら
聞
い
た
話
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

包
節
が
『
文
章
正
宗
』
に
批
判
的
な
意
識
を
持
ち
な
が
ら
『
苑
詩
類
選
』
を
編
纂
し

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
ず
、「
沈
、
宋
、
燕
、
許
、
高
、
岑
、
元
、
白
」
な
ど
『
文

章
正
宗
』
で
見
逃
さ
れ
た
詩
人
の
作
品
を
收
錄
し
た
こ
と
に
、『
文
章
正
宗
』
に
反
發

す
る
意
圖
が
讀
み
と
れ
る
。
ま
た
、『
文
章
正
宗
』（『
影
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
）
は

「
綱
目
」
に
お
い
て
「
律
詩
雖
工
、
亦
不
得
與
（
律
詩
は
工
み
な
り
と
雖
も
、
亦
た
與
す

る
を
得
ず
）」
と
い
う
收
錄
方
針
を
定
め
、
そ
の
先
驅
者
の
沈
佺
期
と
宋
之
問
を
「
自

沈
宋
以
後
、
定
著
律
詩
、
下
及
今
日
、
又
爲
一
等
（
沈
宋
よ
り
以
後
、
律
詩
を
定
著
し
、

下
り
て
今
日
に
及
び
、又
た
一
等
と
爲
る
）」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、包
節
は
『
文

章
正
宗
』
を
「
諸
體
未
備
」
と
指
摘
し
、
沈
佺
期
と
宋
之
問
の
作
品
を
は
じ
め
と
す

る
律
詩
を
數
多
く
收
錄
し
て
、『
文
章
正
宗
』
に
缺
如
し
て
い
る
部
分
を
補
お
う
と
意

圖
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
包
節
が
刊
行
し
た
ば
か
り
の
『
文
章
正
宗
』
に
そ
れ
ほ
ど
不
滿
を
抱
い
て

い
た
こ
と
に
は
、
違
和
感
を
覺
え
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
、
本
來
『
文
章
正
宗
』

に
好
印
象
を
持
っ
て
い
た
が
、
何
か
の
理
由
に
よ
っ
て
急
遽
意
見
を
變
え
た
と
捉
え

た
ほ
う
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
通
り
、
明
の
前
中
期
以
降
、
唐
詩
、
特
に
盛
唐
詩
を
尊
崇
す
る
風
潮
が
一

時
代
を
支
配
す
る
が
、
尊
唐
派
の
餘
波
と
し
て
、
嘉
靖
初
年
か
ら
齊
梁
詩
と
初
唐
詩

を
模
範
と
す
る
六
朝
初
唐
派
が
誕
生
し
、そ
の
代
表
者
は
楊
愼
と
さ
れ
て
い
る⑥
。『
升

庵
詩
話
』
卷
十
（
王
大
厚
箋
證
本
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
）
に
は
、

何
仲
默
枕
藉
杜
詩
、
不
觀
餘
家
、
其
於
六
朝
初
唐
未
數
數
然
也
。

（
何
仲
默
は
杜
詩
に
枕
藉
し
、
餘
家
を
觀
ず
、
其
れ
六
朝
初
唐
に
お
い
て
未
だ
數
數
然
た
ら
ざ

る
な
り
。）

と
あ
る
。「
何
仲
默
」
は
前
七
子
の
一
人
の
何
景
明
（
字
は
仲
默
）
で
あ
る
。「
未
數
數

然
」
は
『
莊
子
』（『
莊
子
集
釋
』、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
）
卷
一
「
逍
遙
游
」
の
「
彼

其
於
世
、
未
數
數
然
也
」
を
出
典
と
し
、「
數
數
、
猶
汲
汲
也
（
數
數
は
、
猶
お
汲
汲
の

ご
と
し
）」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
楊
愼
が
當
時
の
杜
詩
に
偏
る
風
潮

を
非
難
し
、
六
朝
初
唐
詩
の
價
値
を
說
い
て
い
た
こ
と
が
覗
え
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、楊
愼
は
嘉
靖
三
年
（
一
五
二
四
）
に
雲
南
に
左

さ
れ

て
か
ら
、
嘉
靖
三
十
八
年
（
一
五
五
九
）
に
逝
去
す
る
ま
で
の
長
い
期
閒
、
昆
明
近
邊
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に
住
ん
で
お
り
、
當
地
の
高
官
名
士
と
よ
く
交
際
し
、
詩
會
の
開
催
や
詩
學
の
敎
授

を
通
じ
て
、
地
元
の
文
化
に
深
い
影
響
を
與
え
た
こ
と
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
包
節
が
雲
南
に
巡
按
し
た
の
は
大
體
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）

八
月
か
ら
の
一
年
閒
で
あ
る
の
で
、
楊
愼
と
交
際
し
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
楊
愼
の
周
邊
に
い
た
人
々
が
、
大
禮
の
議
な
ど
の
政
治
的
事
件
に
關
し

て
楊
愼
・
楊
廷
和
親
子
と
同
じ
政
治
的
立
場
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
親
睦
を
深
め

る
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た⑦
。
包
節
の
本
傳
に
記
さ
れ
て
い
る
、
顯
陵
を
謁
見
し
た
際

に
「
褻
慢
大
不
敬
」
の
罪
を
着
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
表
現
は
曖
昧
で
あ
る
が⑧
、

包
節
も
お
そ
ら
く
楊
愼
と
同
じ
立
場
を
取
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

楊
愼
と
包
節
の
文
集
に
二
人
が
交
際
し
た
記
錄
は
見
當
た
ら
な
い
が
、
雲
南
省
博

物
館
資
料
室
に
は
「
驃
騎
將
軍
沐
詳
母
吳
氏
墓
誌
竝
蓋
」
の
拓
本
が
收
藏
さ
れ
て
お

り
、「
明
嘉
靖
二
十
七
年
（
一
五
四
八
）
季
冬
十
九
日
、
鐘
祥
劉
渠
撰
、
華
亭
包
節
書
、

成
都
楊
愼
篆
」
と
署
さ
れ
て
い
る⑨
。
沐
詳
は
雲
南
沐
氏
の
出
身
で
あ
り
、
楊
愼
が
沐

氏
と
親
し
い
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と⑩
、
お
そ
ら
く
楊
愼
が
沐
氏
一
族
か
ら

吳
氏
の
碑
文
作
成
を
依
賴
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
碑
文
の
撰

作
を
劉
渠
に
依
賴
し
、
書
寫
を
包
節
に
依
賴
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
楊
愼
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

劉
渠
は
湖
廣
安
陸
衞
の
出
身
で
あ
り
、正
德
十
六
年
（
一
五
二
一
）
の
進
士
で
あ
る⑪
。

そ
の
仕
歷
は
『
明
史
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
『
大
明
世
宗
肅
皇
帝

實
錄
』
卷
二
六
二
「
嘉
靖
二
十
一
年
閏
五
月
」
の
「
壬
子
、
巡
撫
雲
南
右
僉
都
御
史

劉
渠
奏
巡
按
御
史
包
節
患
病
、
乞
准
回
籍
」
に
よ
る
と
、
包
節
が
雲
南
に
巡
按
し
た

時
期
の
巡
撫
に
當
た
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
丁
丙
『
善
本
書
室

藏
書
志
』（『
淸
人
書
目
題
跋
叢
刊
』
本
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
）
卷
三
十
七
「
四
川
按

察
司
僉
事
王
廷
表
『
桃
川
剩
集
』」
條
に
は
、

楊
愼
謫
滇
、
居
安
甯
、
形
影
相
吊
、
時
相
慰
藉
、
建
館
迎
而
居
之
。
御
史
劉
渠
、
趙

炳
然
交
薦
不
起
。

（
楊
愼
滇
に
謫
せ
ら
れ
、
安
甯
に
居
り
、
形
影
相
い
吊
い
、
時
に
相
い
慰
藉
し
、
館
を
建
て
て

迎
え
て
之
に
居
せ
し
む
。
御
史
劉
渠
、
趙
炳
然
交
ご
も
薦
む
る
も
起
た
ず
。）

と
あ
り
、
劉
渠
が
楊
愼
の
親
友
の
王
廷
表
を
推
薦
し
た
こ
と
の
背
後
に
は
、
楊
愼
と

の
交
友
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

後
述
す
る
が
、嘉
靖
二
十
七
年
（
一
五
四
八
）
の
包
節
は
す
で
に
莊
浪
衞
に
左

さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、『
大
明
世
宗
肅
皇
帝
實
錄
』
卷
二
八
三
「
嘉
靖
二
十
三
年
二
月
庚

午
」
に
は
、「
壬
午
、
升
（
中
略
）
巡
撫
雲
南
都
察
院
右
僉
都
御
史
劉
渠
爲
右
副
都
御

史
、
巡
撫
貴
州
（
壬
午
、
巡
撫
雲
南
都
察
院
右
僉
都
御
史
劉
渠
を
升
し
て
右
副
都
御
史
と
爲

し
、
貴
州
に
巡
撫
す
）」
と
あ
り
、
劉
渠
も
四
年
前
に
雲
南
を
離
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
の
二
人
が
碑
文
の
撰
作
・
書
寫
を
遠
隔
の
地
か
ら
賴
ま
れ
た
の
は
、
楊
愼

と
昔
か
ら
の
知
り
合
い
で
、
親
し
い
關
係
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
包
節
が
自
ら
刊
行
し
た
ば
か
り
の
『
文
章
正
宗
』
を
强
く
批
判
し
、

齊
梁
詩
や
初
唐
詩
を
推
奬
し
て
『
苑
詩
類
選
』
の
編
纂
に
着
手
し
た
の
も
、
雲
南
に

い
る
閒
に
楊
愼
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
升
庵
集
』（『
影

印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
）
卷
四
十
七
「
伯
夷
傳
」
に
は
、

眞
西
山
『
文
章
正
宗
』
云
、
此
傳
姑
以
文
取
其
言
。
又
謬
。
若
道
理
有
戾
、
卽
不
成

文
。
文
與
道
豈
二
事
乎
。
益
見
其
不
知
文
也
。

（
眞
西
山
『
文
章
正
宗
』
に
云
わ
く
、
此
の
傳
は
姑
く
文
を
以
て
其
の
言
を
取
る
、
と
。
又
た

謬
り
な
り
。
若
し
道
理
に
戾
る
こ
と
有
れ
ば
、卽
ち
文
と
成
ら
ず
。
文
と
道
と
豈
に
二
事
な
ら

ん
や
。
益
ま
す
其
の
文
を
知
ら
ざ
る
を
見
る
な
り
。）

と
あ
り
、
眞
德
秀
は
文
と
道
理
と
の
關
係
を
理
解
し
て
い
な
い
と
し
、
そ
の
無
知
へ

の
輕
蔑
が
は
っ
き
り
讀
み
と
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
包
節
は
宋
儒
、
特
に
『
文
章
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正
宗
』
を
「
品
裁
多
主
義
理
、
限
局
拘
方
（
品
裁
多
く
義
理
を
主
と
し
、
限
局
拘
方
す
）」

と
批
判
し
て
お
り
、
楊
愼
の
主
張
と
の
共
通
點
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、楊
愼
自
身
が
『
風
雅
逸
篇
』『
選
詩
外
編
』『
選
詩
拾
遺
』『
五
言
律
祖
』『
絕

句
衍
義
』
な
ど
數
多
く
の
詩
選
の
編
纂
を
通
じ
て
自
身
の
詩
學
理
論
を
述
べ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
包
節
の
『
苑
詩
類
選
』
の
編
纂
も
楊
愼
に
啓
發
さ
れ
て
の
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
楊
愼
は
『
升
庵
集
』
卷
二
「
選
詩
外
編
序
」
に
お
い

て
、

雖
蕭
統
所
收
、齊
梁
之
閒
固
己
有
不
純
於
古
法
者
。（
中
略
）
詳
其
旨
趣
、究
其
體
裁
、

世
代
相
沿
、
風
流
日
下
、
塡
括
音
節
、
漸
成
律
體
。
蓋
緣
情
綺
靡
之
說
勝
、
而
溫
柔

敦
厚
之
意
荒
矣
。
大
雅
君
子
、
宜
無
所
取
。
然
以
藝
論
之
、
杜
陵
、
詩
宗
也
、
固
已

賞
夫
人
之
淸
新
俊
逸
、
而
戒
後
生
之
指
點
流
傳
。
乃
知
六
代
之
作
、
其
旨
趣
雖
不
足

以
影
響
大
雅
、
而
其
體
裁
實
景
雲
、
垂
拱
之
先
驅
、
天
寶
、
開
元
之
濫
觴
也
、
獨
可

少
此
乎
哉
。

（
蕭
統
の
收
む
る
所
と
雖
も
、
齊
梁
の
閒
に
固
よ
り
己
に
古
法
に
純
な
ら
ざ
る
者
有
り
。（
中

略
）
其
の
旨
趣
を
詳
ら
か
に
し
、
其
の
體
裁
を
究
め
、
世
代
相
い
沿
い
、
風
流
日
々
下
り
、
音

節
を
塡
括
し
、
漸
く
律
體
と
成
る
。
蓋
し
緣
情
綺
靡
の
說
勝
り
、
溫
柔
敦
厚
の
意
荒
る
。
大
雅

の
君
子
、
宜
し
く
取
る
所
無
か
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
藝
を
以
て
之
を
論
ず
れ
ば
、
杜
陵
は
、
詩

宗
な
り
、
固
よ
り
已
に
夫
れ
人
の
淸
新
俊
逸
を
賞
し
、
後
生
の
指
點
流
傳
を
戒
む
。
乃
ち
知
る 

六
代
の
作
、
其
の
旨
趣
の
以
て
大
雅
に
影
響
す
る
に
足
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
體
裁
は
實
に
景

雲
、
垂
拱
の
先
驅
に
し
て
、
天
寶
、
開
元
の
濫
觴
な
り
、
獨
り
此
れ
を
少
く
べ
け
ん
や
。）

と
述
べ
、
六
朝
詩
は
漢
魏
の
古
詩
の
作
法
と
乖
離
し
て
い
る
が
、
律
體
に
先

を
つ

け
て
初
盛
唐
詩
の
源
流
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
は
、
前
述
の
「
包
序
」
の
そ
れ

と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
。
ま
た
、『
升
庵
詩
話
』
で
六
朝
詩
に
李
白
と
杜
甫
の
出
典
を

探
り
當
て
、
そ
れ
が
唐
詩
の
源
流
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
も
、
包
節
に

受
け
繼
が
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

た
だ
、
包
節
が
『
文
苑
英
華
』
を
選
錄
し
て
新
し
い
詩
集
を
編
纂
す
る
直
接
的
な

契
機
は
、
楊
愼
か
ら
助
言
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
療
養
中
の
時
閒
潰
し
に
過
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
先
に
擧
げ
た
「
予
自
壬
寅
歲
在
吿
居
、
閒
則
取
苑
詩
而
讀
之
」
に

よ
っ
て
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
包
節
が
『
文
苑
英
華
』
に
興
味
を
喚
起
さ
れ
、
新
し

い
詩
集
を
編
纂
す
る
發
想
を
得
た
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。「
包
序
」
に
は
、

詩
自
梁
以
前
、
備
于
『
選
』
；
梁
以
後
、『
文
苑
』
盡
矣
。
其
部
分
類
別
亦
祖
『
選
』

例
。
夫
茲
二
書
、
上
下
數
千
年
、
詩
人
源
委
脈
絡
、
繩
系
相
屬
、
豈
不
彙
一
大
成
哉
。

（
詩
の
梁
よ
り
以
前
は
、『
選
』
に
備
わ
る
；
梁
以
後
は
、『
文
苑
』
に
盡
く
。
其
の
部
分
類
別

は
亦
た
『
選
』
の
例
を
祖
と
す
。
夫
れ
茲
の
二
書
、
上
下
の
數
千
年
、
詩
人
の
源
委
脈
絡
、
繩

系
し
て
相
い
屬
し
、
豈
に
一
大
成
を
彙
め
ざ
ら
ん
や
。）

と
あ
り
、『
文
苑
英
華
』
は
梁
以
後
の
詩
を
包
括
的
に
收
錄
し
て
い
る
た
め
、
選
錄
の

對
象
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
逹
し
て
い
る
。
具
體
的
な
編
纂
方
法
に
つ

い
て
、「
包
序
」
に
は
、

特
『
苑
』
所
載
、
采
獵
氾
濫
、
𥳑
覈
或
寡
、
迺
因
其
部
類
、
剪
刈
繁
蕪
。

（
特
に
『
苑
』
の
載
す
る
所
、
采
獵
氾
濫
し
、
𥳑
覈
或
い
は
寡
く
、
迺
ち
そ
の
部
類
に
因
り
、

繁
蕪
を
剪
刈
す
。）

と
あ
り
、
そ
の
分
類
法
は
『
文
苑
英
華
』
に
基
づ
い
て
雜
多
な
部
分
を
𥳑
潔
化
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
兩
書
を
照
合
し
て
み
る
と
、『
苑
詩
類
選
』
は
確
か
に
同
じ
く

大
小
の
二
段
階
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、し
か
も
「
天
」「
地
」「
帝
德
」「
應
制
」
な
ど

の
大
分
類
が
『
文
苑
英
華
』
と
ほ
ぼ
對
應
し
て
い
る
の
に
對
し
、「
日
」「
月
」「
星
」
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「
雨
」「
雪
」「
晴
」「
風
」「
雲
」
な
ど
の
小
分
類
は
『
文
苑
英
華
』
に
あ
る
部
類
を
大

幅
に
精
選
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
選
錄
の
基
準
に
つ
い
て
は
、「
包
序
」
に
は
、

大
率
梁
陳
周
隋
閒
、
南
北
人
之
靡
麗
甚
者
、
晚
唐
人
之
纖
弱
者
、
盡
去
之
、
十
可

八
九
。

（
大
率
梁
陳
周
隋
の
閒
、
南
北
の
人
の
靡
麗
甚
だ
し
き
者
、
晚
唐
の
人
の
纖
弱
な
る
者
、
盡
く

之
を
去
る
こ
と
、
十
に
八
九
ば
か
り
な
り
。）

と
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
包
節
は
當
時
の
文
學
思
潮
を
深
く
反
省
し
、
齊
梁
詩
と

そ
れ
を
繼
承
し
た
初
唐
詩
を
改
め
て
評
價
す
る
た
め
、『
文
苑
英
華
』
を
選
錄
す
る
こ

と
を
決
心
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
『
文
苑
英
華
』
所
收
の
齊
梁
詩
と
初
唐
詩
を
全
般

的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
靡
麗
」「
纖
弱
」
な
も
の
は

排
除
さ
れ
て
い
る
。『
苑
詩
類
選
』卷
一
と
そ
れ
に
對
應
す
る『
文
苑
英
華
』卷
一
五
一

か
ら
一
五
六
ま
で
の
所
收
作
品
を
例
と
し
て
照
合
し
て
み
る
と
、
鄭
谷
、
羅
隱
、
李

群
玉
、
李
商
隱
、
溫
庭
筠
な
ど
の
晚
唐
詩
人
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
「
盡
去
之
、
十
可
八
九
」
の
記
述
ど
お
り
だ
が
、
六
朝
時
代
の
作
品
は
『
文

苑
英
華
』
所
收
の
半
分
前
後
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、『
苑
詩
類
選
』
は
初

唐
作
品
が
最
も
多
く
收
錄
さ
れ
て
お
り
、初
唐
詩
に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、『
苑
詩
類
選
』
の
本
文
に
は
、
包
節
が
編
纂
に
用
い
た
『
文
苑
英
華
』
の
底

本
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ
「
包
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

世
無
善
本
、
往
往
傳
寫
。
惟
祕
府
有
宋
刻
、
非
校
書
掌
籍
官
不
得
見
。
或
儒
林
之
家
、

閒
有
善
本
、
又
以
卷
帙
浩
穰
、
望
而
却
走
。
故
苑
詩
竟
無
傳
。

（
世
に
善
本
無
し
、
往
往
に
し
て
傳
寫
す
。
惟
だ
祕
府
に
宋
刻
有
る
も
、
校
書
掌
籍
の
官
に
非

ざ
れ
ば
見
る
を
得
ず
。
或
い
は
儒
林
の
家
、
閒
ま
善
本
有
る
も
、
又
た
卷
帙
の
浩
穰
な
る
を
以

て
、
望
み
て
却
て
走
る
。
故
に
苑
詩
竟
に
傳
わ
る
こ
と
無
し
。）

祕
府
所
藏
の
い
わ
ゆ
る
「
宋
刻
」
と
は
、
南
宋
內
府
か
ら
傳
來
さ
れ
た
、
明
の
文

淵
閣
に
保
存
さ
れ
て
い
る
『
文
苑
英
華
』
で
あ
る⑫
。
し
か
し
、
包
節
は
た
だ
の
御
史

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
編
纂
は
休
暇
中
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
祕
府
藏
書
を
利
用

し
た
可
能
性
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
現
存
す
る
宋
本
『
文
苑
英
華⑬
』
と
校
勘
し
て

み
る
と
、『
苑
詩
類
選
』
と
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
底
本
は
宋
本

で
は
な
い
と
斷
言
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
苑
詩
類
選
』
の
底
本
に
あ
た
る
も
の
は
、
最

も
良
書
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
宋
本
の
傳
鈔
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
苑

詩
類
選
』
に
は
卷
一
劉
孝
威
「
奉
和
晚
日
」、
張
正
見
「
賦
得
題
新
雲
」
の
よ
う
な
、

『
文
苑
英
華
』に
存
在
し
な
い
作
品
も
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
底
本
に
す
で
に

竄
入
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、『
苑
詩
類
選
』
の
刊
行
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
人
々

前
述
の
よ
う
に
、『
苑
詩
類
選
』
の
編
纂
が
嘉
靖
二
十
一
年
（
一
五
四
二
）
壬
寅
の

休
暇
中
か
ら
始
ま
り
、三
年
後
の
嘉
靖
二
十
四
年
（
一
五
四
五
）
ま
で
に
完
成
し
た
こ

と
は
、「
包
序
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。『
苑
詩
類
選
』
の
刊
行
に
つ
い
て
、
包
節
は

引
き
續
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

乙
巳
之
冬
、
攜
以
入
楚
、
屬
校
於
王
龍
田
給
舍
、
屬
梓
於
何
月
梧
太
守
。

（
乙
巳
の
冬
、
攜
え
て
以
て
楚
に
入
り
、
屬
し
て
王
龍
田
給
舍
に
校
せ
し
め
、
屬
し
て
何
月
梧

太
守
に
梓
せ
し
む
。）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
包
節
が
嘉
靖
二
十
四
年
乙
巳
の
冬
、『
苑
詩
類
選
』
の
稿
本
を
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持
っ
て
楚
地
に
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
引
い
た
本
傳
に
は
、

入
爲
御
史
。
劾
兵
部
尙
書
張
瓚
貪
穢
、
出
按
雲
南
。（
中
略
）
以
疾
歸
、
起
故
官
、
再

按
湖
廣
。

（
入
り
て
御
史
と
爲
る
。
兵
部
尙
書
張
瓚
の
貪
穢
を
劾
し
、出
で
て
雲
南
に
按
ず
。（
中
略
）
疾

を
以
て
歸
り
、
故
官
に
起
り
、
再
び
湖
廣
に
按
ず
。）

と
あ
り
、
包
節
が
楚
地
に
行
っ
た
の
は
、
病
氣
休
暇
を
と
っ
た
後
に
御
史
に
復
歸
し
、

湖
廣
に
巡
按
し
た
か
ら
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
ま
た
、
彼
の
湖
廣
で
の
滯
在
中
、『
苑

詩
類
選
』
の
校
正
を
「
王
龍
田
給
舍
」
に
、
刊
行
を
「
何
月
梧
太
守
」
に
委
託
し
た

こ
と
も
、「
包
序
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
同
じ
內
容
は
「
戴
序
」
に
も
次
の
よ
う
に

見
ら
れ
る
。

且
虞
獨
見
未
審
、
仍
附
前
給
諫
王
子
龍
田
校
讎
疑
誤
、
屬
刻
於
鄂
州
守
何
子
月
梧
。

（
且
つ
獨
見
未
だ
審
ら
か
な
ら
ざ
る
を
虞
れ
、
仍
ち
前
給
諫
王
子
龍
田
に
附
し
て
疑
誤
を
校
讎

せ
し
め
、
屬
し
て
鄂
州
守
何
子
月
梧
に
刻
せ
し
む
。）

こ
れ
に
よ
っ
て
、包
節
が
自
分
の
判
斷
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
、

「
王
龍
田
」
に
異
文
の
校
正
を
依
賴
し
た
こ
と
が
分
か
る
。「
王
龍
田
」
は
題
銜
に
記

さ
れ
て
い
る
「
按
察
司
知
事
前
給
事
中
王
交
」
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
そ
の
出
身
は

慈
谿
、
別
號
は
龍
田
で
あ
る⑭
。
題
銜
に
よ
る
と
、
當
時
の
王
交
は
湖
廣
按
察
司
の
知

事
を
務
め
て
い
た
た
め
、
武
昌
府
に
在
住
し
て
お
り⑮
、
包
節
か
ら
直
接
話
を
聞
い
て

校
正
を
賴
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
題
銜
の
ほ
か
に
、『
苑
詩
類
選
』
卷
末
に
は
王
交

が
著
し
た
跋
文
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
校
錄
成
、
丙
午
夏
五
月
也
（
校
錄
成
る
は
、
丙

午
夏
五
月
な
り
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
苑
詩
類
選
』
の
校
正
は
包

節
が
武
昌
府
に
着
い
た
翌
年
の
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）
の
五
月
に
完
成
し⑯
、そ

の
記
錄
が
本
文
行
閒
の
校
記
に
殘
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

表
一
が
示
す
よ
う
に
、
王
交
の
校
正
に
は
『
文
苑
英
華
』
の
校
注
に
よ
っ
て
原
文

を
入
れ
替
え
た
例
が
多
く
あ
る
。
ま
た
、
校
正
內
容
は
本
文
に
留
ま
ら
ず
、
作
品
の

撰
者
に
も
及
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、『
文
苑
英
華
』
卷
一
五
一
所
收
の
沈
佺
期
「
月
」

は
、『
苑
詩
類
選
』
卷
一
で
は
駱
賓
王
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
注
の
「
見
駱
賓
王

集
」
に
よ
っ
て
撰
者
を
改
變
し
た
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
原
文
を
入
れ
替
え
て
異
文

と
し
て
保
存
さ
れ
る
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
苑
詩
類
選
』
卷
一
所
收
の
李
嶠
「
秋

月
」
は
、『
文
苑
英
華
』
で
は
「
願
陪
北
堂
宴
、
長
賦
西
園
詩
」
で
、「
一
作
願
言
從

愛
客
、
淸
夜
幸
同
嬉
」
と
注
さ
れ
て
い
る
が
、『
苑
詩
類
選
』
で
は
「
願
言
從
愛
客
、

淸
夜
幸
同
嬉
」
と
し
、「
一
作
願
陪
北
堂
宴
、
長
賦
西
園
詩
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
以
外
に
も
、
隆
慶
本
と
の
異
文
が
數
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
底
本
の
傳

鈔
本
を
そ
の
ま
ま
寫
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
ほ
か
の
文
集
や
類
書
に
よ
っ
て
校
正

さ
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

表一　『苑詩類選』校正例
卷數 作者名 詩題 『文苑英華』 『苑詩類選』

一 駱賓王 秋月
桂滿鏡光圓
　集作月滿鏡輪圓

月滿鏡輪圓

二 沈約 春日
衿中萬行淚
　類聚作襟中

襟中萬行淚

三 李嶠 詠山
已開封禪禮
　一作所

已開封禪所

四 宋之問 又應制
萬國竟前驅
　疑作競

萬國競前驅
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何
月
梧
は
何
城
、
字
は
叔
防
、
別
號
は
月
梧
で
あ
る⑰
。「
鄂
州
守
」
と
は
武
昌
知
府

の
別
稱
で
あ
る
。『
嘉
靖
十
一
年
進
士
同
年
齒
錄
』
に
よ
る
と
、
何
城
は
「
壬
寅
、
陞

武
昌
知
府
（
中
略
）
丁
未
、
擢
山
西
潞
安
兵
備
副
使
、
分
巡
冀
南
道
（
壬
寅
、
武
昌
知

府
に
陞
り
（
中
略
）
丁
未
、
山
西
潞
安
兵
備
副
使
に
擢
で
ら
れ
、
冀
南
道
に
分
巡
す
）」
と
い

う
履
歷
を
有
す
る
。「
壬
寅
」
は
嘉
靖
二
十
一
年
（
一
五
四
二
）、「
丁
未
」
は
嘉
靖

二
十
六
年
（
一
五
四
七
）、
つ
ま
り
、
彼
は
包
節
が
湖
廣
に
滯
在
し
た
閒
に
武
昌
知
府

を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
彼
は
包
節
と
同
じ
年
に
進
士

登
第
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
包
節
が
『
苑
詩
類
選
』
の
刊
行
を
何
城
に
託

し
た
の
は
、
何
城
が
武
昌
知
府
と
し
て
刊
行
の
資
金
算
段
や
人
材
調
逹
に
都
合
が
よ

い
ほ
か
、
二
人
が
同
年
で
あ
り
、
昔
か
ら
友
情
を
築
い
て
き
た
と
い
う
要
素
も
働
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
包
節
は
、
湖
廣
に
着
い
て
か
ら
閒
も
な
く
左

さ
れ
た
こ
と
が
、「
包

序
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

未
一
月
、
而
予
以
奉
法
無
狀
逮
行
、
旋
流
戍
湟
中
矣
。

（
未
だ
一
月
な
ら
ざ
る
に
、
予 

法
を
奉
ず
る
こ
と
無
狀
な
る
を
以
て
逮
行
せ
ら
れ
、
旋
ち
湟
中

に
流
戍
す
。）

よ
り
詳
し
い
事
情
は
本
傳
に
も
見
ら
れ
る
が
、詳
し
い
年
月
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

だ
が
、『
大
明
世
宗
肅
皇
帝
實
錄
』（『
明
實
錄
』
本
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、

一
九
六
五
）
卷
三
〇
九
「
嘉
靖
二
十
五
年
三
月
戊
子
」
に
は
「（
庚
申
）
謫
巡
按
湖
廣

御
史
包
節
永
戍
邊
衞
」
と
あ
る
。『
苑
詩
類
選
』
の
刊
行
も
中
止
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ

る
が
、
そ
の
作
業
を
受
け
繼
い
だ
後
任
者
に
つ
い
て
、「
戴
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。

未
幾
、
高
侍
御
南
山
代
狩
、
嗣
其
美
。
時
振
風
漢
野
、
顧
予
曰
、（
中
略
）
蒙
泉
苑
詩

之
集
、
繹
舊
汰
繁
、
精
約
匪
遺
、
稽
古
紹
休
、
亦
徵
風
敎
、
願
以
言
傳
。

（
未
だ
幾
く
な
ら
ず
し
て
、
高
侍
御
南
山
代
わ
り
て
狩
り
、
其
の
美
を
嗣
ぐ
。
時
に
風
を
漢
野

に
振
る
い
、
予
を
顧
み
て
曰
く
、（
中
略
）
蒙
泉
の
苑
詩
の
集
は
、
舊
き
を
繹
ね
て
繁
を
汰
し
、

精
約
に
し
て
遺
匪
ず
、
古
を
稽
え
て
休
を
紹
ぎ
、
亦
た
風
敎
に
徵
あ
ら
ん
、
願
く
は
以
て
言
傳

せ
ん
、
と
。）

『
大
明
世
宗
肅
皇
帝
實
錄
』
卷
三
一
五
「
嘉
靖
二
十
五
年
九
月
乙
卯
」
に
は
「（
癸

酉
）
巡
按
湖
廣
御
史
高
節
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
が
「
高
侍
御
南

山
」
に
當
た
る
人
物
で
あ
ろ
う
。『
明
史
』
卷
七
十
三
「
職
官
志
二
」「
都
察
院
左
右

都
御
史
」
條
に
は
「
巡
按
則
代
天
子
巡
狩
」
と
あ
り
、
高
節
が
同
じ
侍
御
を
務
め
て

い
た
た
め
、
左

さ
れ
た
包
節
に
代
わ
っ
て
湖
廣
巡
按
を
擔
當
し
、『
苑
詩
類
選
』
の

刊
行
を
な
し
終
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
戴
序
」
に
は
高
節
が
『
苑
詩
類
選
』
を
高
く
評
價
し
た
言
葉
が
詳
し
く
記
載
さ
れ

て
お
り
、
彼
が
包
節
の
文
學
理
念
に
贊
同
し
、
わ
ざ
わ
ざ
戴
金
を
說
得
し
て
序
文
を

作
ら
せ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
の
み
な
ら
ず
、
高
節
が
『
苑
詩
類
選
』
の
跋
文
に

も
關
與
し
て
い
た
こ
と
は
、『
苑
詩
類
選
』
卷
末
所
收
の
大
別
山
人
朱
衣
「
跋
苑
詩
類

選
」（
以
下
、「
朱
跋
」）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

刻
『
苑
詩
類
選
』
成
、
巡
按
南
山
高
先
生
屬
予
跋
詩
、
太
守
何
子
以
吿
。（
中
略
）
乃

訪
予
山
中
、
而
又
面
屬
之
。

（『
苑
詩
類
選
』
を
刻
し
て
成
り
、
巡
按
南
山
高
先
生
予
に
屬
し
て
詩
に
跋
せ
し
む
と
、
太
守
何

子
以
て
吿
ぐ
。（
中
略
）
乃
ち
予
を
山
中
に
訪
れ
、
又
た
面
し
て
之
を
屬
す
。）

「
太
守
何
子
」
は
も
ち
ろ
ん
武
昌
知
府
の
何
城
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、高
節
が

何
城
を
通
じ
て
跋
文
を
依
賴
し
、
さ
ら
に
自
ら
朱
衣
を
訪
れ
て
重
ね
て
依
賴
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
彼
が
『
苑
詩
類
選
』
の
刊
行
に
ど
れ
ほ
ど
注
力
し
て
い
た
か
が
覗
え
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『
苑
詩
類
選
』
に
つ
い
て

615

る
。明

の
嘉
靖
年
閒
に
は
、
高
節
と
い
う
名
の
人
物
が
二
人
お
り
、
一
人
は
嘉
靖
十
一

年
に
進
士
登
科
し
た
者⑱
、
も
う
一
人
は
嘉
靖
十
四
年
に
進
士
登
科
し
た
者⑲
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
包
節
と
そ
の
弟
の
包
孝
が
嘉
靖
十
一
年
（
一
五
三
二
）
と
十
四
年

（
一
五
三
五
）
に
そ
れ
ぞ
れ
登
第
し
た
こ
と
は
、『
明
史
』
に
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い

る⑳
。
つ
ま
り
、
高
節
は
二
人
の
う
ち
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
ど
ち

ら
に
し
て
も
包
節
か
包
孝
と
は
同
年
の
登
第
で
あ
り
、
彼
が
『
苑
詩
類
選
』
の
刊
行

を
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、包
節
の
文
學
理
念
に
贊
同
し
た
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

古
く
か
ら
包
孝
や
包
節
を
知
っ
て
お
り
、
中
傷
で
左

さ
れ
た
包
節
と
そ
の
家
族
へ

の
支
援
と
い
う
深
意
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
包
序
」
に
は
、

余
戍
湟
中
之
明
年
丁
未
、
得
友
人
所
寄
楚
刻
『
苑
詩
類
選
』、
未
及
展
卷
、
雪
涕
歔

欷
、
嘆
曰
、（
後
略
）。

（
余
湟
中
に
戍
す
る
の
明
年
丁
未
、
友
人
寄
す
る
所
の
楚
刻
『
苑
詩
類
選
』
を
得
、
未
だ
卷
を

展
く
に
及
ば
ず
、
涕
を
雪
ぎ
て
歔
欷
し
、
嘆
じ
て
曰
く
、（
後
略
）。）

と
あ
り
、『
苑
詩
類
選
』
の
刊
本
を
送
っ
て
く
れ
た
友
人
も
高
節
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
包
節
が
王
交
や
何
城
な
ど
の
名
前
は
言
及
す
る
の
に
對
し
て
、
高
節
の
名
前
を

わ
ざ
わ
ざ
隱
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
本
來
親
し
い
親
友
で
あ
り
、
左

さ
れ
た
身

分
と
し
て
彼
を
卷
き
添
え
に
す
る
こ
と
を
憚
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
憶
測
さ
れ

る
。な

お
、「
包
序
」
に
は
、

及
展
卷
、
則
大
司
馬
龍
山
戴
公
侍
御
、
大
別
朱
公
序
之
𥳑
端
矣
。
予
尙
何
言
。

（
卷
を
展
ぶ
に
及
び
、
則
ち
大
司
馬
龍
山
戴
公
侍
御
、
大
別
朱
公 

之
が
𥳑
端
に
序
す
。
予
尙
お

何
を
か
言
わ
ん
や
。）

と
あ
り
、
包
節
が
刊
本
を
入
手
し
て
か
ら
は
じ
め
て
戴
金
と
朱
衣
の
序
跋
の
存
在
を

知
り
、
驚
き
な
が
ら
も
喜
び
を
露
わ
に
し
て
い
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。
高
節
の
名

前
は
直
接
出
て
い
な
い
が
、包
節
が
い
か
な
る
感
激
を
覺
え
た
か
が
想
像
で
き
よ
う
。

要
す
る
に
、『
苑
詩
類
選
』
の
刊
行
は
包
節
が
武
昌
に
巡
按
し
た
時
に
始
め
ら
れ
、

後
任
者
の
高
節
に
受
け
繼
が
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
背
景
に
は
武
昌
地
元
の
高

官
・
名
士
の
積
極
的
な
姿
が
見
ら
れ
る
。
實
際
の
刊
行
に
攜
わ
っ
た
湖
廣
按
察
司
知

事
の
王
交
や
武
昌
知
府
の
何
城
・
湖
廣
巡
按
の
高
節
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
戴
序
」
の
撰
者
、
戴
金
と
、「
朱
跋
」
の
撰
者
、
朱
衣
に
つ
い

て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
る
。

戴
金
は
正
德
・
嘉
靖
年
閒
の
名
臣
で
あ
り
、
嘉
靖
二
十
四
年
（
一
五
四
五
）
に
致
仕

し
て
本
籍
の
漢
陽
に
戾
っ
た㉑
。『
明
史
』
卷
四
十
四
「
地
理
志
五
」「
漢
陽
府
」
條
に

は
、

洪
武
九
年
四
月
降
爲
州
、
屬
武
昌
府
。
十
三
年
五
月
復
爲
府
、
屬
湖
廣
布
政
司
、
尋

屬
河
南
。
二
十
四
年
六
月
還
湖
廣
。

（
洪
武
九
年
四
月
降
し
て
州
と
爲
り
、
武
昌
府
に
屬
す
。
十
三
年
五
月
復
た
府
と
爲
り
、
湖
廣

布
政
司
に
屬
し
、
尋
い
で
河
南
に
屬
す
。
二
十
四
年
六
月
湖
廣
に
還
る
。）

と
あ
り
、
嘉
靖
年
閒
の
漢
陽
は
湖
廣
布
政
司
に
所
屬
し
て
い
た
こ
と
が
覗
え
る
。
戴

金
が
『
苑
詩
類
選
』
の
序
文
を
湖
廣
巡
按
の
高
節
に
賴
ま
れ
た
の
は
、
地
元
の
名
士

と
し
て
人
望
を
集
め
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
ま
ず
擧
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
戴
金
は
文
學
も
よ
く
心
得
て
お
り
、
萬
曆
四
十
一
年
序
刊
本
『
漢
陽
府
志
』

（
國
立
國
會
圖
書
館
所
藏
）
卷
九
「
人
物
」「
戴
金
」
條
に
は
「
喜
爲
古
文
詞
、
熟
典
故

（
喜
ん
で
古
文
詞
を
爲
し
、
典
故
に
熟
す
）」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
序
文
を
賴
ま
れ

た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
殘
念
な
こ
と
に
、
戴
金
の
著
作
は
『
皇
明
條
法
事
類
』

の
ほ
か
は
全
部
散
逸
し
て
し
ま
い
、『
苑
詩
類
選
』
に
關
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
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が
、
國
立
公
文
書
館
に
は
高
野
山
釋
迦
文
院
舊
藏
の
戴
金
の
手
澤
本
が
保
存
さ
れ
て

お
り
、
彼
の
文
學
理
念
を
覗
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

『
戰
國
策
譚

』
に
は
、

『
戰
國
策
』
聖
於
文
者
乎
、
其
敘
事
則
化
工
之
肖
物
。
李
獻
吉
勸
人
勿
讀
唐
以
後
書
、

信
然
哉
。

（『
戰
國
策
』
は
文
に
聖
な
る
者
な
ら
ん
や
、
其
の
敘
事
は
則
ち
化
工
の
肖
物
な
り
。
李
獻
吉 

人
に
勸
め
て
唐
以
後
の
書
を
讀
む
こ
と
勿
か
れ
、
と
、
信
に
然
り
。）

と
あ
る
。「
李
獻
吉
」
は
李
夢
陽
、
字
は
獻
吉
で
あ
る
。
錢
謙
益
『
列
朝
詩
集
小
傳
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
）
丙
集
「
李
副
使
夢
陽
」
に
は
「
獻
吉
曰
、
不
讀
唐
以

後
書
（
獻
吉
曰
く
、
唐
以
後
の
書
を
讀
ま
ず
、
と
）」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、『
明

史
』
卷
二
八
六
「
李
夢
陽
傳
」
に
は
「
倡
言
文
必
秦
漢
、
詩
必
盛
唐
、
非
是
者
弗
道

（
文
は
必
ず
秦
漢
、
詩
は
必
ず
盛
唐
、
是
に
非
ざ
る
者
は
道
わ
ず
と
倡
言
す
）」
と
書
か
れ
て

い
る
。
戴
金
は
李
夢
陽
の
「
勿
讀
唐
以
後
書
」
に
贊
同
を
示
し
、
ま
た
「
喜
爲
古
文

詞
」
で
あ
っ
た
た
め
、
古
文
辭
派
が
提
唱
す
る
「
詩
必
盛
唐
」
に
首
肯
し
た
可
能
性

が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
周
必
大
「
纂
修
文
苑
英
華
事
始
」（『
文
苑
英
華
』、中
華
書
局

影
印
本
、
一
九
六
六
）
に
「
蓋
所
集
止
唐
文
章
、
如
南
北
朝
閒
存
一
二
（
蓋
し
集
む
る
所

は
唐
の
文
章
に
止
ま
り
、南
北
朝
の
閒
の
如
き
は
一
二
を
存
す
る
の
み
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

『
文
苑
英
華
』
が
所
收
す
る
詩
は
唐
代
に
集
中
し
て
お
り
、戴
金
の
共
感
を
得
て
い
る

の
は
至
極
當
然
で
あ
る
。

な
お
、
戴
金
は
『
苑
詩
類
選
』
の
選
擇
眼
を
も
稱
贊
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

歷
代
評
品
、
程
衡
準
度
、
齊
梁
以
前
、
則
昭
明
之
『
文
選
』。
唐
以
上
、
則
西
山
之

『
正
宗
』。（
中
略
）
是
集
也
、
當
與
『
文
選
』『
正
宗
』
竝
傳
云
。

（
歷
代
の
評
品
、
準
度
を
程
衡
す
る
に
、
齊
梁
以
前
は
、
則
ち
昭
明
の
『
文
選
』。
唐
以
上
は
、

則
ち
西
山
の
『
正
宗
』。（
中
略
）
是
の
集
や
、
當
に
『
文
選
』『
正
宗
』
と
竝
び
傳
う
べ
し
と

云
う
。）

こ
れ
に
よ
っ
て
、戴
金
が
『
苑
詩
類
選
』
を
『
文
選
』『
文
章
正
宗
』
と
竝
び
稱
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る㉒
。『
文
選
』
に
關
し
て
、國
立
公
文
書
館
に
は
高
野
山
釋
迦
文

院
舊
藏
の
戴
金
の
手
澤
本
『
六
家
文
選
』
が
あ
り
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
識
語
が

殘
さ
れ
て
い
る
。

余
篤
嗜
『
文
選
』、
求
之
數
年
、
不
遇
善
本
。
至
丁
丑
入
覲
、
偶
於
長
安
書
肆
中
閱

之
。（
中
略
）
購
之
以
歸
、
如
畜
非
常
之
寶
、
熟
讀
涵
泳
之
。

（
余
は
篤
く
『
文
選
』
を
嗜
み
、
之
を
求
む
る
こ
と
數
年
な
る
も
、
善
本
に
遇
わ
ず
。
丁
丑
の

入
覲
に
至
り
、偶
た
ま
長
安
の
書
肆
中
に
於
て
之
を
閱
す
。（
中
略
）
之
を
購
い
て
以
て
歸
り
、

非
常
の
寶
を
畜
う
る
が
如
く
、
熟
讀
し
て
之
を
涵
泳
す
。）

戴
金
の
生
沒
年
を
考
え
る
と
、丁
丑
は
正
德
十
二
年
（
一
五
一
七
）
で
あ
る
と
推
定

で
き
る
。
當
時
か
ら
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）
ま
で
は
三
十
年
近
く
が
經
ち
、彼

の
『
文
選
』
に
關
す
る
知
見
が
い
か
に
深
遠
に
な
っ
た
か
が
想
像
で
き
よ
う
。
戴
金

の
『
苑
詩
類
選
』
に
關
す
る
評
論
は
、
た
だ
の
社
交
辭
令
で
は
な
く
、
彼
が
長
年
蓄

積
し
て
き
た
文
學
の
素
養
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

朱
衣
の
生
涯
は
、『
正
德
十
六
年
登
科
錄
』
に
よ
る
と
、
そ
の
字
は
子
宜
、
正
德

十
六
年
（
一
五
二
一
）
の
第
二
甲
第
十
八
名
で
あ
り
、武
昌
の
出
身
で
あ
る
と
分
か
る㉓
。

武
昌
近
邊
の
大
別
山
に
居
住
し
て
い
た
た
め
、
大
別
山
人
と
い
う
別
號
を
つ
け
た
と

考
え
ら
れ
る
。「
朱
跋
」
に
よ
る
と
、
朱
衣
は
何
城
と
交
際
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

關
係
を
通
じ
て
高
節
に
跋
文
を
依
賴
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
朱
衣
が
編
纂
し
た
嘉
靖
二
十
五
年
の
『
漢
陽
府
志
』（『
天
一
閣
藏
明
代
方
志
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『
苑
詩
類
選
』
に
つ
い
て

617

選
刊
』
本
、
上
海
古
籍
書
店
、
一
九
八
一
〜
一
九
八
二
）
の
卷
首
に
は
、
嘉
靖
二
十
五
年

七
月
に
著
し
た
「
自
敍
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
內
容
を
要
約
す
る
と
、
朱
衣

は
正
德
十
四
年
（
一
五
一
九
）
に
擧
人
と
し
て
漢
陽
の
方
誌
館
局
に
入
っ
て
『
漢
陽
府

志
』
の
分
纂
を
擔
當
し
た
が
、
期
限
を
長
く
引
き
伸
ば
し
た
末
、
嘉
靖
二
十
五
年
に

湖
廣
巡
撫
の
姜
儀
や
湖
廣
巡
按
の
高
節
に
再
度
賴
ま
れ
て
、
や
っ
と
完
成
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
は
『
苑
詩
類
選
』
の
跋
文
を
著
し
た
の
と
同
時
期
で
あ
り
、『
漢
陽

府
志
』
が
官
修
の
地
方
誌
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
跋
文
は
そ
の
編
纂

の
や
り
取
り
の
つ
い
で
に
依
賴
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
朱
衣
は
そ
も
そ

も
武
昌
地
方
の
高
官
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
地
方
誌
の
編
纂
に
長
く
攜
わ
っ

た
こ
と
が
あ
る
た
め
、『
苑
詩
類
選
』
の
跋
文
を
賴
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、『
苑
詩
類
選
』
は
編
者
の
包
節
の
提
案
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た

が
、湖
廣
地
方
の
高
官
名
士
か
ら
廣
く
協
力
を
得
て
初
め
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
に
、
包
節
は
か
つ
て
雲
南
を
巡
按
し
た
時
、『
文
章
正

宗
』
を
刊
行
し
て
廣
く
流
布
し
て
い
た
。
明
の
高
儒
『
古
今
書
刻
』（
古
典
文
學
出
版

社
、
一
九
五
七
）
卷
上
「
雲
南
府
」
條
に
は
『
文
章
正
宗
』
が
著
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
雲
南
府
刊
行
の
『
文
章
正
宗
』
は
現
存
し
て
お
ら
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
包
節
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
包
節
が
刊
行
し
た
『
文

章
正
宗
』
は
い
わ
ゆ
る
官
刻
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
苑
詩

類
選
』の
原
書
に
は
資
金
源
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、そ
の
刊
行
に
關
わ
っ
た
人
々

の
中
に
湖
廣
地
方
の
高
官
が
い
る
以
上
、
お
そ
ら
く
『
文
章
正
宗
』
と
同
じ
官
刻
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
古
今
書
刻
』
に
は
そ
の
著
錄
が
確
認
で
き
な
い
。

晁

『
晁
氏
寶
文
堂
書
』（『
明
代
書
目
題
跋
叢
刊
』
本
、
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
九
四
）

卷
上
に
は
『
苑
詩
類
選
』
が
著
錄
さ
れ
て
お
り
、「
楚
刻
」
と
注
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
單
に
刊
行
地
を
標
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
官
刻
か
否
か
は
明
記
さ
れ
て
い

な
い
。

幸
い
な
こ
と
に
、『
苑
詩
類
選
』
の
版
心
に
は
「
宋
本
元
」「
蔣
邦
榮
」「
蔣
邦
貴
」

「
李
廷
松
」
な
ど
の
刊
工
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、李
廷
松
と
劉
金
鑾
は
前

述
の
『
漢
陽
府
志
』
の
刊
工
名
に
も
見
ら
れ
る㉔
。
朱
衣
の
「
自
敍
」
に
よ
る
と
、『
漢

陽
府
志
』
は
漢
陽
知
府
の
劉
本
用
、
賈
應
春
が
相
前
後
し
て
主
事
し
た
地
方
誌
で
あ

る
た
め
、む
ろ
ん
官
刻
の
も
の
で
あ
る
。『
漢
陽
府
志
』
が
『
苑
詩
類
選
』
と
刻
工
を

共
有
す
る
の
は
、
彼
ら
が
所
屬
す
る
書
坊
が
同
じ
武
昌
地
方
に
あ
り
、
官
府
か
ら
よ

く
業
務
を
依
賴
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
『
苑
詩
類
選
』
が
官

刻
で
あ
る
こ
と
を
裏
附
け
る
一
つ
の
證
據
で
あ
ろ
う㉕
。

む
す
び

『
文
苑
英
華
』
は
唐
代
以
前
の
詩
文
を
保
存
す
る
大
總
集
で
あ
り
、唐
代
文
學
の
硏

究
に
缺
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
が
、
南
宋
に
刊
行
さ
れ
た
後
、
長
い
閒
に
祕
府
に
收

藏
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
膨
大
な
量
で
、
一
般
の
知
識
人
の
手
の
屆
か
な
い
貴
重
書

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
文
苑
英
華
』
の
流
傳
は
從
來
鈔
本
の
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、

世
閒
に
流
傳
し
て
い
る
多
數
の
鈔
本
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。

ほ
か
に
は
、『
文
苑
英
華
』
の
一
部
を
選
錄
し
て
編
纂
し
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
『
文
苑
英
華
』
の
流
傳
史
に
お
い
て
も
鈔
本
に
劣
ら
な
い
役
割
を
果
た
し
た
。
宋

の
高
似
孫
の
『
文
苑
英
華
纂
要
』
が
最
も
早
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
原

文
を
短
く
切
り
離
し
て
類
書
の
形
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
受
け

繼
ぐ
も
の
は
長
い
閒
消
息
を
絕
ち
、
明
代
に
入
っ
て
初
め
て
次
の
よ
う
に
續
々
と
現

れ
た㉖
。

『
苑
詩
類
選
』
三
十
卷 

包
節
編 

明
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）

序
刊
本

『
類
選
苑
詩
秀
句
』
十
二
卷 

顧
起
綸
編 

明
萬
曆
十
三
年
（
一
五
八
五
）
刻
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本『
文
苑
英
華
摘
粹
』
十
卷 

張
獻
翼
編 

明
萬
曆
十
七
年
（
一
五
八
九
）
賀

逢
舜
刻
本

『
文
苑
英
華
鈔
』
十
卷 

周
詩
雅
編 

明
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
刻
本

『
文
苑
英
華
選
雋
』
二
十
八
卷 

傅
振
商
編 

明
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
刻
本

『
文
苑
英
華
律
賦
選
』
四
卷 

錢
陸
燦
編 

淸
康
熙
二
十
五
年
（
一
六
八
六
）

吹
藜
閣
銅
活
字
印
本

『
文
苑
英
華
選
』
六
十
卷 
宮
夢
仁
編 

淸
康
熙
四
十
一
年
（
一
七
〇
二
）

刻
本こ

れ
ら
が
印
刷
文
化
の
發
逹
と
「
詩
必
盛
唐
」
を
鼓
吹
す
る
復
古
運
動
に
强
く
關

連
し
て
い
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
が
、
中
で
も
『
苑
詩
類
選
』
は
二
番
目
の
顧

起
綸
『
類
選
苑
詩
秀
句
』
よ
り
四
十
年
近
く
早
く
成
立
し
て
お
り
、
前
驅
と
し
て
の

そ
の
意
義
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
類
選
苑
詩
秀
句
』（『
故

宮
珍
本
叢
刊
』
本
、
海
南
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
の
前
附
に
『
苑
詩
類
選
』
へ
の
言
及
は

な
い
が
、「
成
都
楊
用
修
嘗
過
余
論
詩
（
成
都
楊
用
修
嘗
て
余
に
過
り
て
詩
を
論
ず
）」
と

あ
り
、
彼
が
楊
愼
か
ら
『
苑
詩
類
選
』
の
こ
と
を
聞
き
、
啓
發
さ
れ
て
そ
の
書
名
を

逆
さ
ま
に
す
る
形
を
取
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
當
時
の
『
文
苑
英
華
』
は
「
世
無
善
本
、
往
往
傳
寫
」
で
、
非

常
に
勞
力
が
か
か
り
、
極
め
て
不
便
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
隆
慶
本
『
文

苑
英
華
』（
中
華
書
局
影
印
本
、
一
九
六
六
）
の
序
文
に
は
、

蓋
侍
御
童
時
、
大
中
公
樂
山
先
生
曾
摘
錄
口
授
、
今
猶
能
誦
說
疊
疊
。

（
蓋
し
侍
御
の
童
時
、
大
中
公
樂
山
先
生
曾
て
摘
錄
し
て
口
授
し
、
今
猶
お
能
く
誦
說
す
る
こ

と
疊
疊
た
り
。）

と
あ
り
、主
事
者
の
胡
維
新
は
、幼
い
頃
に
父
親
に
『
文
苑
英
華
』
を
敎
え
て
も
ら
っ

た
が
、
利
用
し
た
の
は
あ
る
鈔
本
か
ら
摘
錄
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
胡
維
新
が
後
に

隆
慶
本
を
刊
行
し
た
の
も
、
昔
大
き
な
裨
益
を
受
け
た
『
文
苑
英
華
』
を
、
よ
り
廣

い
讀
者
層
に
普
及
し
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
苑
詩
類
選
』
は
選
本
で
あ
る
が
、隆
慶
本
が
出
現
す
る
前
に
成
立
し
た
も
の
で
あ

る
た
め
、『
文
苑
英
華
』
を
一
般
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
初
め
て
實
現
し
、『
文
苑
英

華
』
の
流
傳
史
に
殘
し
た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
。
隆
慶
本
の
序
文
で
は
『
苑
詩
類

選
』
に
一
言
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
成
立
背
景
に
は
『
苑
詩
類
選
』
の
存

在
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

『
文
苑
英
華
』
だ
け
で
は
な
く
、『
苑
詩
類
選
』
の
刊
行
も
、
同
時
期
の
唐
詩
選
集

に
波
紋
を
廣
げ
た
。
王
世
貞
『
弇
州
續
稿
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
）
卷
五
十
三
「
唐

詩
類
苑
序
」
に
は
、

詩
而
以
類
稱
者
、
何
昉
乎
。
昉
自
梁
蕭
統
氏
。
統
之
類
也
、
大
較
則
文
據
十
之
八
、

而
詩
僅
得
一
二
。
普
通
以
後
、
弗
之
及
已
。
天
監
以
前
、
倦
於
采
而
勤
於
汰
。
識
者

往
往
遺
憾
焉
。
宋
之
『
文
苑
英
華
』、
名
爲
倣
蕭
氏
而
弗
偏
擇
、
則
又
其
下
駟
矣
。
嘉

靖
閒
、
有
宦
於
楚
者
、
徧
取
其
詩
梓
之
、
曰
『
苑
詩
類
選
』。
友
人
卓
澂
甫
讀
而
歎

曰
、
是
可
以
已
乎
哉
。（
中
略
）
於
是
有
張
子
象
、
毛

孫
者
、
皆
博
浹
工
文
章
、
與

澂
甫
志
合
而
任
校
焉
。
古
近
體
共
得
百
卷
、
曰
『
唐
詩
類
苑
』。

（
詩
の
類
を
以
て
稱
す
る
者
、何
れ
よ
り
昉
ま
る
か
。
梁
の
蕭
統
氏
よ
り
昉
ま
る
。
統
の
類
は
、

大
較
則
ち
文
は
十
の
八
に
據
り
、
詩
は
僅
か
一
二
を
得
。
普
通
以
後
、
之
に
及
ば
ざ
る
の
み
。

天
監
以
前
、采
る
に
倦
み
て
汰
に
勤
む
。
識
者
は
往
往
に
し
て
憾
み
を
遺
す
。
宋
の
『
文
苑
英

華
』、
名
は
蕭
氏
に
倣
う
と
爲
す
も
偏
擇
せ
ず
、
則
ち
又
た
其
の
下
駟
な
り
。
嘉
靖
の
閒
、
楚

に
宦
た
る
者
有
り
、
徧
く
其
の
詩
を
取
り
て
之
を
梓
し
、『
苑
詩
類
選
』
と
曰
う
。
友
人
卓
澂

甫
讀
み
て
歎
じ
て
曰
く
、
是
れ
以
て
已
む
べ
き
か
な
。（
中
略
）
是
に
於
て
張
子
象
、
毛

孫

な
る
者
有
り
、
皆
博
浹
に
し
て
文
章
に
工
み
、
澂
甫
の
志
と
合
い
て
校
に
任
ず
。
古
近
體
共
に
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百
卷
を
得
、『
唐
詩
類
苑
』
と
曰
う
。）

と
あ
る
。
王
世
貞
が
包
節
の
名
前
を
揭
示
し
な
い
の
は
、
彼
は
左

さ
れ
た
の
で
、

そ
の
名
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
卓
澂
甫
」
は
卓
明
卿

で
、そ
の
生
涯
は
『
弇
州
續
稿
』
卷
七
十
四
「
卓
澂
甫
傳
」
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
『
文

選
』『
文
苑
英
華
』『
苑
詩
類
選
』
を
擧
げ
て
、そ
れ
ら
の
類
選
の
在
り
方
を
評
論
し
、

代
々
衰
退
し
て
き
た
と
悲
嘆
し
て
『
唐
詩
類
苑
』
の
編
纂
に
着
手
し
た
。『
苑
詩
類

選
』
は
卓
氏
に
は
評
價
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
存
在
は
同
時
期
の
唐
詩
選
集
の
代

表
と
し
て
看
過
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注①　
中
國
古
籍
善
本
書
目
編
輯
委
員
會
編
『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
九
）、
翁
連
溪
編
校
『
中
國
古
籍
善
本
總
目
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
五
）
を
參

照
。

②　

名
古
屋
市
敎
育
委
員
會
編
『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』（
名
古
屋
市
敎

育
委
員
會
、
一
九
七
五
）、
頁
一
二
九
。

③　

宮
內
省
圖
書
寮
編
『
圖
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
』（
國
家
圖
書
館
出
版
社
、二
〇
一
二
）、

頁
四
四
二
。

④　

東
京
大
學
總
合
圖
書
館
編
『
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
漢
籍
目
錄
』（
東
京
堂
出
版
、

一
九
九
五
）、
頁
五
四
四
。

⑤　

陶
道
强
『
明
代
監
察
御
史
巡
按
職
責
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、二
〇
一
七
）、

頁
四
十
五
。

⑥　

廖
可
斌
『
明
代
文
學
復
古
運
動
硏
究
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
八
）、
頁
八
十
二
。

⑦　

雷
磊
『
楊
愼
詩
學
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）、
頁
一
五
八
。

⑧　
『
明
史
』
卷
二
〇
七
「
包
節
傳
」、「
顯
陵
守
備
中
官
廖
斌
擅
威
福
、
節
欲
繩
之
、
語

先
洩
。
斌
俟
節
謁
陵
時
、
故
獻
膳
羞
、
遽
使
撤
去
、
詭
稱
節
麾
出
之
。
鐘
祥
民
王
憲
吿

斌
黨
庇
奸
豪
周
章
等
、
節
捕
章
、
斃
之

下
。
斌
益
怒
、
遂
奏
節
不
以
正
旦
謁
陵
、
次

日
始
謁
、
時
當
進
膳
、
不
旁
立
、
褻
慢
大
不
敬
。
奏
已
入
、
節
始
奏
斌
前
事
。
帝
大

怒
、
以
節
抵
罪
、
逮
詣
詔
獄

掠
、
永
戍
莊
浪
衞
。（
中
略
）
病
死
、
遺
言
以
衰

。」

⑨　

陳
碧
霞
、張
玉
華
「
雲
南
省
博
物
館
資
料
室
所
藏
碑
刻
拓
片
目
錄
」（『
中
國
考
古
集

成
』「
西
南
卷
二
」、
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）、
頁
九
九
九
。

⑩　

豐
家

「
楊
愼
與
雲
南
沐
氏
：
楊
愼
交
遊
考
述
之
一
」（『
南
京
師
範
大
學
文
學
院
學

報
』、
二
〇
〇
九
年
第
二
期
）。

⑪　
「
正
德
十
六
年
進
士
登
科
錄
」、『
明
代
登
科
錄
彙
編
』
本
（
臺
灣
學
生
書
局
、

一
九
六
九
）、
頁
三
〇
三
一
。

⑫　

宋
本
『
文
苑
英
華
』
の
傳
來
に
つ
い
て
は
、
李
致
忠
「
關
與
『
文
苑
英
華
』」（『
文

獻
』、
一
九
九
七
年
第
一
期
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

⑬　

景
印
本
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
宋
本
は
、卷
二
〇
一
〜
二
一
〇
、卷
二
三
一
〜
二
四
〇
、

卷
二
五
一
〜
二
六
〇
、
卷
二
九
一
〜
三
〇
〇
、
卷
六
〇
一
〜
七
〇
〇
で
あ
る
。

⑭　
『
千
頃
堂
書
目
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
卷
二
十
三
「
王
交
『
綠
槐
堂

稿
』
二
十
二
卷
」
條
、「
字
徵
久
、
號
龍
田
、
又
號
同
齋
、
慈
溪
人
、
庚
子
解
元
、
南

京
太
僕
寺
丞
。」

⑮　
『
明
史
』
卷
四
十
四
「
地
理
志
五
」、「
元
置
湖
廣
等
處
行
中
書
省
（
治
武
昌
路
）、
又

分
置
湖
南
道
宣
慰
司
（
治
天
臨
路
）
屬
焉
。
又
以
襄
陽
等
三
路
屬
河
南
江
北
等
處
行
中

書
省
、
又
分
置
荊
湖
北
道
宣
慰
司
（
治
中
興
路
）
竝
屬
焉
。
太
祖
甲
辰
年
二
月
平
陳

理
、置
湖
廣
等
處
行
中
書
省
。
洪
武
三
年
十
二
月
置
武
昌
都
衞
（
與
行
中
書
省
同
治
）。

八
年
十
月
改
都
衞
爲
湖
廣
都
指
揮
使
司
。九
年
六
月
改
行
中
書
省
爲
承
宣
布
政
使
司
。」

⑯　

た
だ
し
、
大
別
山
人
朱
衣
「
跋
苑
詩
類
選
」
に
は
「
以
授
前
給
諫
王
子
曰
、
子
類

選
」
と
あ
り
、『
苑
詩
類
選
』
所
收
作
品
の
選
定
は
王
交
が
行
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、

「
包
序
」「
戴
序
」
と
の
齟
齬
が
生
じ
る
が
、「
包
序
」
は
包
節
自
ら
記
述
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
信
憑
性
も
高
い
の
で
、「
朱
跋
」
は
お
そ
ら
く
誤
記
で
あ
る
。

⑰　
『
嘉
靖
十
一
年
進
士
同
年
齒
錄
』、『
天
一
閣
藏
明
代
科
擧
錄
選
刊
』
本
（
寧
波
出
版

社
、
二
〇
一
六
）、
頁
五
四
七
。

⑱　
『
嘉
靖
十
一
年
進
士
登
科
錄
』、『
天
一
閣
藏
明
代
科
擧
錄
選
刊
・
登
科
錄
』
本
、
頁

四
六
九
。

⑲　
『
嘉
靖
十
四
年
進
士
登
科
錄
』、『
天
一
閣
藏
明
代
科
擧
錄
選
刊
・
登
科
錄
』
本
、
頁

六
〇
四
。

⑳　
『
明
史
』
卷
二
〇
七
「
包
孝
傳
」
に
は
「
孝
、
字
元
愛
、
後
節
三
年
成
進
士
」
と
あ

り
、
包
孝
が
包
節
よ
り
三
年
遲
れ
、
す
な
わ
ち
嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
）
に
登
第
し

た
こ
と
が
分
か
る
。



三
四
八

620

㉑　

李
劍
雄
「
戴
金
事
迹
小
述
」（『
史
林
』、
一
九
八
七
年
第
三
期
）
參
照
。

㉒　

包
節
は
「
苑
詩
類
選
後
序
」
に
お
い
て
『
文
章
正
宗
』
を
批
判
し
て
い
る
が
、そ
の

序
文
は
『
苑
詩
類
選
』
に
は
收
錄
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
原
書
は
詩
選
で
あ
る
の
で
、

『
文
章
正
宗
』
へ
の
言
及
も
見
當
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
戴
金
は
、包
節
の
『
文
章
正
宗
』

へ
の
批
判
に
贊
同
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、『
苑
詩
類
選
』
の
選
擇
眼
に
贊
同
を
示

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

㉓　
『
正
德
十
六
年
登
科
錄
』、『
明
代
登
科
錄
彙
編
』
本
（
臺
灣
學
生
書
局
、一
九
六
九
）、

頁
三
〇
一
四
。

㉔　

李
國
慶
編
『
明
代
刊
工
姓
名
全
錄
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
）、
頁

三
〇
九
、
三
五
二
。

㉕　

な
お
、『
苑
詩
類
選
』
は
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
十
三
年
後
の
嘉
靖
三
十
八
年

（
一
五
五
九
）、
包
節
の
姪
の
包
檉
芳
に
よ
っ
て
再
刊
さ
れ
た
が
、
原
本
を
閱
覽
す
る
機

會
を
得
ら
れ
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

㉖　
『
中
國
古
籍
善
本
總
目
』、『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』
及
び
全
國
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
附
屬
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
）
參
照
。

＊
本
硏
究
は
ヒ
ロ
セ
國
際
奬
學
財
團
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
衣
笠
総
合
研
究
機
構
専
門
研
究
員
）


